
第 1回　石川町部活動地域移行推進協議会　議事録 

 

l 日 時　　　令和７年５月２６日（月）午後６時３０分～午後８時００分 

l 場 所　　　石川町役場　委員会室 

l 出席者　　　委員１２名 

事務局５名（教育長、教育課長、主幹兼課長補佐、学校管理係長 

　　　　　　生涯学習課長） 

　　　　　　　　 

l 会長・副会長選出 

l 議　事　　（1）部活動地域移行推進協議会の設置について 

（2）部活動地域移行の概要について 

（3）石川中学校の部活動の現状について 

（4）町の方向性について 

（5）その他 

 

　　　　　　　（1）～（5）について、事務局から一括して説明 

　　　　　　　　　※委員の発言内容は次ページ以降に記載 

 

l その他 

次回は 7 月を予定（2か月に 1回のペースで開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



発言内容 

 

会長 

事務局の説明について、石沢校長先生から補足はあるか。 

 

委員 

R7 年度においては、生徒 308 名のうち 279 名が何らかの部活動に在籍している。30 名ほどが何

にも在籍していない。在籍していない生徒については、諸事情により部活動に所属することが困難な

生徒であるということを申し添える。 

顧問の配置については、令和 6年度に入学する生徒が 3年生になるときに、顧問の先生がいる

かいないかを明らかにしておかないと大変なことになる。苦しい判断ではあったが、令和 6年度

に入学する生徒、保護者に対して説明をした上で進めている。 

　陸上競技については、他の競技と異なる時期に大会があるので、「特設部」としての体制を主

にする、ということを補足する。 

 

委員 

　子供たちにとって、部活動は大きいものである。部活動が自分の居場所だと感じる子が多い。

部活動を通して、子供も教師も成長するものだと思う。部活動は、中学校の教員が、子供のエネ

ルギーを発散させるために始めたと記憶している。教員の負担が増え、子供たちの数が減るとい

った社会状況の変化がある中であるが、なぜ部活動が始まったのかを押さえておく必要がある。 

 

会長 

　現時点での町の方向性、基本方針、具体的な案等はあるか。 

 

事務局 

　休日から段階的に進めていく。受け皿となっていただける団体から進めたい。子供たちを受け

入れることが難しいという場合は、指導者の派遣が可能かどうかを相談させていただく。どのよ

うに指導者を確保していくかについてもご意見をいただきたい。新たに団体を立ち上げることは

難しいと考えている。 

 

事務局 

　意向調査の結果で、受け入れていただけると回答いただいた団体とは、どのような条件を整え

ていけばよいのか、指導者の確保に課題があるのであれば公的な支援ができないか、設備的な問

題があるのであればその障害を減らしていく取り組みをしなければならないと思っている。現時

点では受け入れが難しいと回答いただいた団体とは、課題をひとつひとつつぶしていって、団体

に合った進め方をし、行政としての支援をしていく、という進め方をしたい。令和 7年度は推進

協議会を開催する中で課題を消していく作業をしながら、例えば、令和 9年度からの地域移行に

向けて、令和 8年度に実証事業のような形で進めていただく、と考えている。 

 

 



 

委員 

　都市部では、近隣の大学と連携できているところがある。地方では、総合型地域スポーツクラ

ブが目標ではないか思う。総合型地域スポーツクラブができるまでの間は、行政、地域が支援し

ていく。 

　部活動をやらない子供が、集まって良くないことをするのではと心配する声もあるがどうか。 

 

委員 

　現時点では、聞いていない。放課後の過ごし方は保護者と生徒が考えなければいけないことな

ので、入部する、しないの判断は家庭で十分話し合って決めてください、としている。 

 

会長 

　中学校の部活動にある種目で、地域の団体で受け入れることができるか、または指導者を派遣

できるか、をひとつひとつ考えていく必要がある。 

 

委員 

　私は資料 14ページの②-1（※）が理想だが、資料 14 ページの③-1（※）のイメージで進めて

いくということでよいか。 

　（※）別添「第 1回会議資料」参照 

 

事務局 

　それがスムーズだと思う。 

 

委員 

　私たちの団体では、子供たちの意欲の差、レベルの差を考慮すると受け入れは難しい。指導者

の派遣についても、時間帯、設備的な問題がある。協力したいが、指導者の確保は、自分たちの

活動だけを考えても難しい。急な事故の対応、責任の所在など、リスクが高い。 

　指導者の派遣という形でもいいが、生徒数の減少が続き、数年ごとに課題に対応する必要があ

る。根本的な見直しが必要ではないか。 

 

会長 

　全種目に当てはまると思われる課題、種目ごとの課題を町で押さえていただけるとよいと思う。 

 

委員 

　ハンドボールについては、指導者は資格が必要になってきている。若手を養成する母体があれ

ばと思う。総合型地域スポーツクラブとまではいかなくても、窓口を作ってくれればと思う。 

 

会長 

　長期的な要望も出された。短期的な目標もある。町で整理していただければと思う。


